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ま ち の 話 題
news & topics

　

6
月
末
に
人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ

た
佐
藤
美
千
さ
ん
（
福
米
沢
）
に
、
法
務

大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
7
月
20
日
に

福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局
の
大
竹
健
司

支
局
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
平
成
26
年
4
月
に
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
2
期

6
年
3
カ
月
に
わ
た
り
、「
困
り
ご
と

相
談
会
」
や
「
人
権
教
室
」
な
ど
を
企
画
・

開
催
す
る
な
ど
、自
由
人
権
思
想
の
普
及
・

高
揚
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
松
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の

男
女
共
同
参
画
委
員
も
担
い
、
男
女
共
同

参
画
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
の
講
師
を

務
め
る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ご
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

左から大竹支局長、佐藤さん、大宅町長

佐藤美千さんに法務大臣感謝状を伝達
人権擁護委員としての活動に尽力

　

町
で
は
、
下
郷
町
・
只
見
町
と
の
連
携

に
よ
る
「
み
な
み
あ
い
づ
オ
ン
ラ
イ
ン
就
活

支
援
事
業
」
を
立
ち
上
げ
、
高
校
生
の

就
職
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
５
日
に
、
事
業
の
一
環
と
し
て
開

催
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会
。
就

職
と
い
う
人
生
の
大
き
な
分
岐
点
と
向
き

合
う
高
校
生
か
ら
は
、
画
面
越
し
の
慣
れ

な
い
環
境
な
が
ら
、
担
当
者
の
説
明
に
耳

を
傾
け
、
積
極
的
に
質
問
を
す
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
で
も
、
若
者

の
地
元
就
職
や
企
業
の
働
き
手
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新たな生活様式に対応し、高校生をバックアップ
「みなみあいづオンライン就活支援事業」を開催

企業担当者㊨の説明に対し、耳を傾ける生徒㊧

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
開
催
を
延
期
し
て
い
た
「
菅
家
俊
明
杯 

第
24
回
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
」が
8
月
1
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
7
チ
ー
ム
、
泉
崎
村
か
ら
1
チ

ー
ム
の
、
計
8
チ
ー
ム
が
参
加
。

　

コ
ロ
ナ
禍か

に
よ
る
練
習
不
足
を
感
じ

さ
せ
な
い
、
見
応
え
の
あ
る
試
合
の
連
続

と
な
り
ま
し
た
。

▼
大
会
成
績

　
　
優
　
　
勝
　
舘
岩
ベ
ア
ー
ズ
ス
ポ
少

　
　
準
　

優
　

勝
　
荒
海
ス
ポ
少

▼
個
人
賞

　
　
最
優
秀
賞
　
平
野
　
優ひ

ろ
と翔

（
舘
岩
）

　
　
敢
　

闘
　

賞
　
井
上
　
夢ゆ

め
と叶

（
荒
海
）白熱した試合が繰り広げられました

菅家俊明杯 第24回春季ジュニアソフトボール大会
今シーズン初の大会に子どもたちも奮戦！

美化活動に臨む事業者の皆さん（田島地域）

関係事業者が美化活動で汗
きれいな道路でおもてなし

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８
月
を
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
定
め
て
お
り
、
道
路

を
利
用
す
る
方
々
に
道
路
の
役
割
や
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
建
設
協
議
会
（
鈴
木
幸
ノ
助

会
長
）
や
県
建
設
業
協
会
田
島
支
部
（
浅
沼

秀
俊
支
部
長
）、
同
山
口
支
部
（
芳
賀
博
之

支
部
長
）、
県
測
量
設
計
業
協
会
南
会
津

支
部
（
皆
川
雅
文
支
部
長
）
を
中
心
と
す
る

美
化
活
動
に
、
多
く
の
関
係
事
業
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
・
８
日
の
両
日
、
国
道

２
８
９
号
、
４
０
０
号
、
４
０
１
号
や
県
道

大
倉
大
橋
浜
野
線
な
ど
、
町
内
主
要
道
路

の
美
化
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
栄
高
等
学
校
駅
伝
部
が
3
年
間
試
合

で
使
用
す
る
藍
色
の
ハ
チ
マ
キ
は
、
生
徒

一
人
一
人
が
自
分
の
手
で
染
め
た
も
の
で
す
。

南
会
津
町
を
合
宿
で
訪
れ
た
際
に
、
入
部

し
た
て
の
１
年
生
が
、
藍
染
め
に
挑
戦
す
る

と
い
う
駅
伝
部
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

　

太
陽
が
降
り
注
ぐ
8
月
24
日
、
奥
会
津

博
物
館
を
訪
れ
た
駅
伝
部
の
生
徒
た
ち
。

1
年
生
は
ハ
チ
マ
キ
を
、
２
・
３
年
生
は

手
ぬ
ぐ
い
を
、
そ
れ
ぞ
れ
藍
で
染
め
て
い

き
ま
す
。

　

濃
い
藍
色
は
、
昔
か
ら
「
勝か

つ
い
ろ色

」
と
も

称
さ
れ
、
縁
起
が
良
い
色
と
さ
れ
ま
す
。

「
勝
色
」
を
額ひ

た
いに

掲
げ
た
生
徒
た
ち
の
、

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

埼玉栄高等学校駅伝部の生徒たちが藍染めに挑戦
伝統のハチマキを藍に染める

駅伝部の生徒 43 人が奥会津博物館を訪れました

イメージどおりの濃い藍色に染まり、満足したようです

藍染めに臨む表情は真剣そのもの

会場となる奥会津博物館の染屋

地域おこし協力隊がイベントを企画
藍染めイベントを開催します！

　

こ
の
た
び
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
中

心
と
な
り
、
町
の
伝
統
工
芸
「
藍
染
め
」

に
触
れ
る
町
民
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

ハ
ン
カ
チ
の
絞
り
染
め
体
験
や
藁わ

ら

を

使
用
し
た
リ
ー
ス
作
り
体
験
の
ほ
か
、
昔
の

外
遊
び
体
験
、
博
物
館
展
示
室
ツ
ア
ー
、

し
ん
ご
ろ
う
や
豚
汁
の
提
供
な
ど
、
親
子

で
楽
し
め
る
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。
各
体
験
は
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

9
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
2
時

【
体
験
内
容
】

1
絞
り
染
め
体
験
（
有
料
）

　
　
　
　

1
回
目　

午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
　

2
回
目　

午
前
11
時
～

　
　
　
　
※
各
回
と
も
定
員
10
人

2
リ
ー
ス
作
り
体
験
（
有
料
）

　
　
　
　

1
回
目　

午
前
9
時
15
分
～

　
　
　
　

2
回
目　

午
前
10
時
45
分
～

　
　
　
　

※
各
回
と
も
定
員
10
人

3
昔
の
外
遊
び
体
験
（
無
料
）

　
　
　
　

竹
馬
や
竹
と
ん
ぼ　

な
ど

4
博
物
館
展
示
室
ツ
ア
ー
（
無
料
）

　
　
　
　

1
回
の
み　

定
員
10
人

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

【
参　
加　
料
】

　

有
料
の
体
験
1
種
類　

５
０
０
円

　

有
料
の
体
験
２
種
類　

８
０
０
円

　

有
料
の
体
験
な
し　
　

３
０
０
円

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

奥
会
津
博
物
館

　
　
　
　
０
２
４
１
（
６
６
）
３
０
７
７


